
江東区営夢の島競技場 広告掲出物等の取扱基準 

1．目的 

本基準は、江東区夢の島競技場における広告掲出物の取扱い及び広告掲出料等の算定方法について定

め、適正な施設運営を図ることを目的とする。 

 

2．広告物の基本的な考え方 

施設内に掲出又は表示されるもののうち、企業名、企業ロゴ又は私立学校名（学校法人名を含む。）

が表示されるものは広告物として取り扱う。 

また、協賛、特別協賛、協力、後援等の表示についても、企業名又はロゴが含まれる場合は広告物と

して取り扱う。 

本基準は掲出物等の取扱いを対象とし、音声のみによる案内又は放送は対象外とする。 

 

3．広告物の対象となる掲出物 

広告物には次のものを含む（固定・仮設を問わない。）。 

• 横断幕 

• 懸垂幕 

• バナー 

• 看板 

• のぼり旗 

• パネル 

• バックボード 

• テント（付属幕を含む。） 

• 電光掲示板 

• LED ビジョン 

• デジタルサイネージ 

• その他これらに類する表示物 

表示方法については、静止表示、動画表示、ローテーション表示その他電子表示を問わない。 

 

4．広告物に該当しないもの 

次に掲げるものは広告物として取り扱わない。 

• 大会主催者名及び大会名 

• 公立学校名（国立、都立、区市町村立等） 

• 国及び地方公共団体の名称又はロゴ 

• 公的機関による主催、共催又は後援表示 

• 観客又は応援者による企業関与のない応援物 

• その他施設管理者が非広告と判断したもの 

 



5．学校・チーム・応援表示の取扱い 

学校名、部活動名又はチーム名のみの表示は非広告とする。 

また、選手画像又は選手若しくはチーム名のみを使用したのぼり、バナー、看板その他これらに類す

る応援表示物についても非広告とする。 

ただし、企業名、ブランド名、企業ロゴ、協賛表示その他広告的要素を含む場合は広告物として取り

扱う。 

 

6．大会表示の取扱い 

大会名に付随する協賛、後援又は協力等の表示については、同一制作物内に表示される場合に限り広

告物として取り扱わない。 

ただし、大会名とは独立して掲出される企業名又は企業ロゴについては広告物として取り扱う。 

また、大会名が記載されている場合であっても、企業又は団体の宣伝、広報又は販促を主たる目的と

するものは広告物として取り扱う。 

 

7．応援物の取扱い 

観客又は応援者が使用する応援物は非広告とする。 

ただし、次のいずれかに該当する場合は広告物として取り扱う。 

• 企業又は団体が作成、配布又はその関与が認められるもの 

• 企業名、商品名又はロゴが含まれるもの 

• 販売促進、集客又は誘導を目的とするもの 

 

8．チーム案内表示の取扱い 

チームの集合場所、受付場所、待機場所その他運営上必要な案内表示は非広告とする。 

ただし、企業名、企業ロゴ又は協賛表示を含む場合は広告物として取り扱う。 

 

9．ユニフォーム等競技用ウェアの取扱い 

ユニフォーム等競技用ウェア（競技中に選手が着用するものを含む。）に表示された企業名又はロゴ

については、競技中における使用その他競技活動の一部として使用される場合は広告物として取り扱

わない。 

ただし、広告、宣伝、協賛紹介等を目的として掲出又は展示される場合は広告物として取り扱う。 

なお、メーカー名又は製造ブランドロゴ等の標準表示については広告物として取り扱わない。 

 

 

 



 

10．広告掲出料及び算定方法 

（1）広告掲出料 

広告掲出料は、午前、午後及び夜間の利用区分ごとに算定する。 

広告掲出物 1 件につき 1 利用区分を 1 点とし、1 点当たり 10,000 円とする。 

広告掲出料は、利用区分点数に単価を乗じて算定する。 

（2）サイネージ等の取扱い 

デジタルサイネージその他電子表示物については、表示画面単位ごとに 1 件として取り扱う。 

同一利用区分内における表示内容の変更は同一件として取り扱う。 

（3）取扱単位の考え方 

広告物の取扱単位は実態に基づき判断する。 

次に掲げるものは同一件として取り扱う。 

• 同一デザイン及び同一内容の掲出物 

• 設置場所のみが異なるもの 

• 色の違いが軽微なもの 

• 文言の違いが軽微なもの 

• サイズの違いが軽微なもの 

（4）キッチンカー・ブース等 

キッチンカー、フードブース及び物販ブースについては、それぞれ 1 台、1 店舗又は 1 区画を 1 件と

して取り扱う。 

付属するのぼり旗、看板その他装飾物については、必要に応じて個別に算定する。 

車両を用いて販売又はサービス提供を行う場合は、車体ラッピング等の広告表示の有無にかかわらず 1

台につき 1 件として取り扱う。 

キッチンカーその他園路を使用して営業又は出店を行う場合は、広告掲出料とは別に園路使用料を徴

収する。 

園路使用料は 1 平方メートル当たり 37 円とし、使用面積は施設管理者が現地確認により算定する。 

※詳細については園路利用に伴う出店取り扱い基準を参照 

（5）広告掲出料の免除 

江東区が主催する事業又は大会については、広告掲出料を徴収しない。 

また、指定管理者が管理運営業務又は自主事業として実施する事業については、広告掲出料を徴収し

ない。

 

 

 

 



11．運用方法 

主催者は事前に広告掲出物の概算を申告するものとする。 

施設管理者は現地確認を行い、広告掲出料及び使用料を確定する。 

必要に応じて主催者と協議のうえ取扱いを決定する。 

なお、過去の利用実績等により広告掲出物の内容及び規模が概ね把握できる大会等については、施設

管理者の判断により広告掲出料を定額で算定することができる。 

 

12．広告物の判断基準 

広告物の該当性は掲出の主たる目的により判断する。 

次のいずれかに該当するものは広告物として取り扱う。 

• 企業又は団体の宣伝、広報又は販促を目的とするもの 

• 協賛、後援又は協力等の表示を主目的とするもの 

• 企業、商品又はサービスの認知向上を目的とするもの 

• 販売、集客又は誘導を目的とするもの 

• その他実質的に広告効果を有すると認められるもの 

 

13．疑義等の取扱い 

企業又は団体の関与が疑われる掲出物又は配布物を確認した場合は、施設管理者は主催者へ確認し、

必要に応じて協議を行う。 

広告物と判断された場合の広告掲出料は、原則として主催者へ請求する。 

本基準に定めのない事項又は解釈に疑義が生じた場合は、施設管理者がその都度決定する。 

 

14．施行日 

本基準は令和 8 年 4 月 1 日から施行する。 

 


